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(57)【要約】
【課題】本発明は、相手機からのファクシミリ信号が遅
れてきても確実にファクシミリ受信を行うことができる
と共に、ＩＰ電話機と円滑に連携させることができ、使
い勝手を向上させるファクシミリ装置を提供する。
【解決手段】ファクシミリ装置では、通話と判断してＩ
Ｐ電話機を呼出す場合に、相手機から送出されるメディ
アストリームを保留せずに継続して受信しファクシミリ
信号の監視を行う。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　みなし音声方式によるファクシミリ通信機能を有するファクシミリ装置であって、
　着信応答後の一定時間にファクシミリ信号の監視を行うことにより通話かファクシミリ
通信であるかを判断する判断手段と、
　前記判断手段によりファクシミリ通信と判断された場合に、ファクシミリ通信を行うフ
ァクシミリ通信手段と、
　前記判断手段により通話と判断された場合に、ＩＰ網に設置されたＩＰ電話機の呼出し
を行う呼出手段と、
　前記判断手段により通話と判断され、前記ＩＰ電話機の呼出しを行う場合、相手機から
送出されるメディアストリームを保留せずに継続して受信してファクシミリ信号の監視を
行う監視手段と、
　を備えることを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項２】
　アナログ電話機の接続が可能なアナログポートと、
　前記判断手段により通話と判断された場合に、前記アナログポートに接続されたアナロ
グ電話機を鳴動させる第１の制御手段とを更に備えることを特徴とする請求項１に記載の
ファクシミリ装置。
【請求項３】
　前記ＩＰ電話機が呼出しに応答した場合、前記アナログポートに接続されたアナログ電
話機の鳴動を停止させ、前記ＩＰ電話機へＩＮＶＩＴＥリクエストを送信するように指示
するＲＥＦＥＲリクエストを相手機へ送信することにより転送を行い、相手機と前記ＩＰ
電話機を通話状態にする第２の制御手段を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の
ファクシミリ装置。
【請求項４】
　前記アナログポートに接続されたアナログ電話機が呼出しに応答した場合、前記ＩＰ電
話機へＣＡＮＣＥＬリクエストを送信することにより呼出しを停止し、相手機と前記アナ
ログポートに接続されたアナログ電話機を通話状態にする第３の制御手段を更に備えるこ
とを特徴とする請求項２または３に記載のファクシミリ装置。
【請求項５】
　前記アナログポートに接続されたアナログ電話機を鳴動させた後にファクシミリ通信と
判断された場合には、当該アナログ電話機の鳴動を停止させるとともに、前記ＩＰ電話機
への呼出し処理を中止してファクシミリ受信処理を実行する第４の制御手段を更に備える
ことを特徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載のファクシミリ装置。
【請求項６】
　前記アナログポートに接続されたアナログ電話機のオフフックを検出した場合に、前記
ＩＰ電話機の呼出しを停止させる第５の制御手段を更に備えることを特徴とする請求項２
乃至５のいずれか１項に記載のファクシミリ装置。
【請求項７】
　みなし音声方式によるファクシミリ通信機能を有するファクシミリ装置の制御方法であ
って、
　着信応答後の一定時間にファクシミリ信号の監視を行うことにより通話かファクシミリ
通信であるかを判断する判断工程と、
　前記判断工程においてファクシミリ通信と判断された場合に、ファクシミリ通信を行う
ファクシミリ通信工程と、
　前記判断工程において通話と判断された場合に、ＩＰ網に設置されたＩＰ電話機の呼出
しを行う呼出工程と、
　前記判断工程において通話と判断され、前記ＩＰ電話機の呼出しを行う場合、相手機か
ら送出されるメディアストリームを保留せずに継続して受信してファクシミリ信号の監視
を行う監視工程と、
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　を備えることを特徴とするファクシミリ装置の制御方法。
【請求項８】
　コンピュータを請求項１乃至６のいずれか１項に記載のファクシミリ装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファクシミリ装置およびその制御方法、並びにプログラムに関し、特に、み
なし音声方式によるファクシミリ通信機能とＩＰ電話機能を備えたファクシミリ装置およ
びその制御方法、並びにプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ファクシミリ装置は電話回線を利用して通信を行うために、電話回線を電話機とファク
シミリ装置で共用することが多く、通話とファクシミリ通信を切り替えて利用する様々な
機能・方法が提案されている。ファクシミリ装置と電話機との接続・連携方法は、電話機
をファクシミリ装置に直接接続して使用するものや、電話機能を内蔵するもの、コードレ
ス子機を持つものなどが存在する。
【０００３】
　電話とファクシミリを１回線で共用する場合には、着信時に操作者又はファクシミリ装
置が通話であるかファクシミリ通信であるかの判断を行い、電話機－ファクシミリ装置間
で動作モード等の装置設定と状況に応じた切替動作を行って運用するのが一般的である。
各種動作モードには、留守番電話機を接続し留守番電話応答中にファクシミリ装置がファ
クシミリ通信か否かの判断を行う「留守番電話接続モード」がある。また、操作者がファ
クシミリ装置に接続された電話機で応答してファクシミリ信号を確認してから手動操作に
よりファクシミリ受信を行う「手動受信モード」がある。さらに、着信すれば直ちに応答
してファクシミリ受信動作を開始する「自動受信モード」や、先にファクシミリ装置で着
信応答しファクシミリ通信であるか否かの判断を行う「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」があ
る。
【０００４】
　「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」は、着信応答してから一定時間ファクシミリ信号の監視
を行い、通話とファクシミリ通信を切り替える機能である。ＦＡＸ／ＴＥＬ切替中にファ
クシミリ信号が検知できればファクシミリ受信動作を行い、ファクシミリ信号が検知でき
なければファクシミリ装置に直接接続されたハンドセットや電話機に対して呼出しを行う
。これらの電話機とファクシミリの切替動作は、いずれもファクシミリ装置に直接接続さ
れた電話機との間の切替動作であり、同じ構内交換機に内線接続される電話機とファクシ
ミリ装置の間の切替動作を行うものではない。
【０００５】
　また、インターネットやイントラネット等の普及からＩＰ電話が普及してきている。Ｉ
Ｐ電話はＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）等の呼制
御プロトコルを利用し、リアルタイム通信のためのセッションの生成・変更・切断を制御
する。またＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）技
術を利用して音声を各種符号化・圧縮し、ＩＰパケットに変換してＩＰ網上をリアルタイ
ムで伝送することにより通話処理を行っている。
【０００６】
　企業内では、ＩＰ－ＰＢＸ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ－　Ｐｒｉｖａｔｅ
　Ｂｒａｎｃｈ　ｅＸｃｈａｎｇｅ）を設置することで、専用の電話線を配線することな
くイントラネットと統合した内線ＩＰ網を構築し複数のＩＰ電話機と接続している。家庭
内においても、一般加入電話と同じように使えるＩＰ電話サービスが普及しだしている。
ＡＤＳＬ回線又や光回線とターミナルアダプタ（ＴＡ）やホームゲートウェイ（ＨＧＷ）
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を介して宅内のアナログ電話機やＩＰ電話機と接続してＩＰ電話が利用可能となっている
。これらのターミナルアダプタ（ＴＡ）やホームゲートウェイ（ＨＧＷ）もＳＩＰやＶｏ
ＩＰを利用しておりＩＰ電話機や無線ＬＡＮ経由での携帯通話端末を複数接続可能であり
、宅内でも内外線通話のできるＩＰ電話環境が利用可能になっている。
【０００７】
　最近では、これらの宅内ＩＰ電話環境のターミナルアダプタ（ＴＡ）やホームゲートウ
ェイ（ＨＧＷ）を介してファクシミリ装置を接続するようになり、内外線の相手先とのフ
ァクシミリ通信をＩＰ電話環境上で行う場合が増えてきている。接続可能な回線インター
フェースと利用可能なプロトコルが複数あることから、これらのＩＰ電話環境で利用でき
るファクシミリ装置には幾つかの方式が存在する。ターミナルアダプタ（ＴＡ）やホーム
ゲートウェイ（ＨＧＷ）のアナログポートが持つＶｏＩＰ機能を利用してＩＰ網を経由し
たファクシミリ通信を行うＧ３ファクシミリ装置。ターミナルアダプタ（ＴＡ）やホーム
ゲートウェイ（ＨＧＷ）とＬＡＮ接続してファクシミリ装置自体がＶｏＩＰ機能を持って
音声符号化復号化及びＩＰパケット化を行うみなし音声方式のファクシミリ装置。同様に
ＬＡＮ接続してＧ３ファクシミリの信号をＩＰメッセージに変換してリアルタイム伝送し
Ｇ３ファクシミリより高速な通信が行えるＴ．３８方式のリアルタイム型インターネット
ファクシミリ装置がある。
【０００８】
　ＩＰ電話機やみなし音声方式のファクシミリ装置は、ＩＰ－ＰＢＸやホームゲートウェ
イ（ＨＧＷ）を経由して通信相手先のＩＰアドレスをＳＩＰにより取得し、通信相手先と
Ｐ２Ｐの通信を行う。Ｐ２Ｐ送受信される音声や映像などのデータの種類は、ＳＩＰのネ
ゴシエーションでメディア種別として決められる。メディア種別には、音声（ｍ＝ａｕｄ
ｉｏ）、映像（ｍ＝ｖｉｄｅｏ）、画像（ｍ＝ｉｍａｇｅ）、その他（ｍ＝ａｐｐｌｉｃ
ａｔｉｏｎ）等が存在する。
【０００９】
　Ｔ．３８方式のリアルタイム型インターネットファクシミリでの通信では画像（ｍ＝ｉ
ｍａｇｅ）やその他（ｍ＝ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）が使用される。一方、ＩＰ電話機で
の通話やみなし音声方式のファクシミリ通信では両方とも音声（ｍ＝ａｕｄｉｏ）のメデ
ィア種別を使用する。そのために、通話なのかみなし音声方式のファクシミリ通信なのか
を着信時に判断することは難しく、着信後の通話状態でのファクシミリ信号の監視が必要
となってくる。
【００１０】
　このようにＩＰ網を利用した環境においても、従来のアナログ電話回線と同様に通話と
ファクシミリ通信を区別する機能は必要である。ファクシミリ通信の場合にはみなし音声
方式によるファクシミリ受信処理を行い、通話の場合には同じＩＰ電話環境下の任意の通
話端末での通話処理を行える、通話とファクシミリ通信の切替技術が必要となる。
【００１１】
　宅内ＩＰ網内のファクシミリ装置に外線着信があった場合、通話又はファクシミリ通信
かの判断を行い設定された受信モードに基づいて、携帯ＩＰ電話機を鳴動させる技術が提
案されている（特許文献１参照）。この先行技術は、自機にはハンドセットや子電話等を
直接接続する機能を有していない。そして、着信応答後の一定時間経過でファクシミリ信
号非検出なら通話を保留状態に遷移させ、宅内ＩＰ網内のＩＰ電話機へＩＮＶＩＴＥメッ
セージ通知することによってＩＰ電話機への呼出しを開始し通話とファクシミリの切替を
行うものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２０１０－１７８０４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１３】
　しかしながら、従来技術では、
　１．ＩＰ電話機の呼出し中に発信元からのメディアストリームを保留状態にするために
、発信元からの通話音声や通信音が通知されなくなり、呼出し中にファクシミリ信号が発
信元から送られてきてもファクシミリ受信を行うことができない。
【００１４】
　２．通話と判断されると宅内ＩＰ網内のＩＰ電話機の呼出処理を行うが、先行技術では
ファクシミリ装置にハンドセット及び子電話等のアナログ電話機を直結する手段を有して
いない為、直結されたアナログ電話機での通話を考慮していない。
【００１５】
　本発明は、上記課題を解決すべくなされたものである。すなわち、相手機からのファク
シミリ信号が遅れてきても確実にファクシミリ受信を行うことができると共に、ＩＰ電話
機と円滑に連携させることができ、使い勝手を向上させる技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するために、本発明のファクシミリ装置は、みなし音声方式によるファ
クシミリ通信機能を有するファクシミリ装置であって、着信応答後の一定時間にファクシ
ミリ信号の監視を行うことにより通話かファクシミリ通信であるかを判断する判断手段と
、前記判断手段によりファクシミリ通信と判断された場合に、ファクシミリ通信を行うフ
ァクシミリ通信手段と、前記判断手段により通話と判断された場合に、ＩＰ網に設置され
たＩＰ電話機の呼出しを行う呼出手段と、前記判断手段により通話と判断され、前記ＩＰ
電話機の呼出しを行う場合、相手機から送出されるメディアストリームを保留せずに継続
して受信してファクシミリ信号の監視を行う監視手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、ＩＰ電話機の呼出し中に、相手機からのメディアストリームを保留せ
ずに継続して受信しファクシミリ信号の監視を行うことにより、手動送信等により相手機
からのファクシミリ信号が遅れてきても確実にファクシミリ受信を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係るファクシミリ装置の概略構成とＩＰ公衆網との接続を示
すブロック図である。
【図２】図１の通信環境におけるファクシミリ着信時に、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」
に設定されたＩＰＦＡＸが、ＩＰ電話機を呼出し中にＣＮＧ信号を検出し、みなし音声通
信によるファクシミリ通信を行う場合のシーケンス図である。
【図３】図１の通信環境におけるファクシミリ着信時に、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」
に設定されたＩＰＦＡＸが通話と判断し、アナログポートに接続された電話機で応答通話
を行う場合のシーケンス図である。
【図４】図１の通信環境におけるファクシミリ着信時に、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」
に設定されたＩＰＦＡＸが通話と判断し、ＩＰ電話機へ通話転送を行う場合のシーケンス
図である。
【図５】着信応答時に、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」に設定されたＩＰＦＡＸで実行さ
れる処理の流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【００２０】
　本実施形態では、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」に設定されたＩＰＦＡＸが、ＩＰ電話
機を呼出し中にＣＮＧ信号を検出し、みなし音声通信によるファクシミリ通信を行う処理
を説明する。
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【００２１】
　図１は、本発明の実施形態に係るファクシミリ装置の概略構成とＩＰ公衆網（ＮＧＮ：
Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）との接続を示すブロック図である。
【００２２】
　図１において、ＩＰＦＡＸ１＿１００とＩＰＦＡＸ２＿１５０は、以下に説明する各ブ
ロックで構成されるみなし音声通信方式のファクシミリ装置である。
【００２３】
　ＣＰＵ１０１は、システム制御部であり、装置全体を制御する。
【００２４】
　ＲＯＭ１０２は、ＣＰＵの制御プログラムを格納するものである。
【００２５】
　ＲＡＭ１０３は、ＳＲＡＭ等で構成され、装置の設定情報や画像データの管理情報等の
バックアップが必要なデータを蓄積する為のものである。
【００２６】
　画像メモリ１０４は、ＤＲＡＭ等で構成され、画像データを蓄積する為のものである。
【００２７】
　解像度変換処理部１０５は、ラスタデータのミリ－インチ解像度変換等の解像度変換制
御を行うものである。
【００２８】
　読取・記録用符号化復号化処理部（読取・記録用コーデック）１０６は、通信装置で扱
う画像データの符号化復号化処理を行う。
【００２９】
　時計部１０７は、時間を計時するアプリケーションに利用されＩＣ等で構成される。
【００３０】
　デジタルモデム１０８は、装置からの手順信号や画像データを変調し、Ｇ．７１１等の
音声符号化処理を行って、アナログモデムで行うデジタル－アナログ変換処理を行わずに
デジタルデータとしてＩＰネットワークに送出するものである。
【００３１】
　ＳＬＩＣ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）
１０９は、Ｇ．７１１等の音声ＣＯＤＥＣによるアナログ－デジタル変換処理や電話回線
エミュレーションを行う。ＳＬＩＣにより電話回線を経由することなくアナログ電話機を
ＩＰネットワークに接続することができ、電話回線（交換機）の呼出し信号や各種トーン
信号生成といった電話回線をエミュレートする機能を提供できる。
【００３２】
　アナログ電話機１１０は、通話に使用するハンドセットや留守番電話等のアナログ電話
機である。
【００３３】
　ＬＡＮ＿Ｉ／Ｆ１１１は、ネットワークを制御するためのＬＡＮ　Ｉ／Ｆである。
【００３４】
　画像処理部１１２は、スキャナによって読み込まれた画像データに補正処理を施して高
精細な画像データを出力するものである。
【００３５】
　シートスキャナ１１３、ブックスキャナ１１４は、ＣＳイメージセンサ、原稿搬送機構
などで構成され、原稿を光学的に読み取って電気的な画像データに変換するものである。
両面原稿の読み取りを行う。
【００３６】
　操作部１１５は、キーボード、表示部等で構成され、オペレータが各種入力操作を行う
ためのものである。
【００３７】
　ラインバッファ１１６は、画像データの転送制御を行う場合に使用するするラインバッ
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ファである。
【００３８】
　プリントバッファ１１７は、印字用文字コードを格納する為の１ページ分のバッファメ
モリである。
【００３９】
　プリンタ部１１８は、受信画像やファイルデータを普通紙に記録するＬＢＰ等のプリン
タエンジンであり、両面記録を行うことができる。
【００４０】
　ＬＡＮ２００は、企業内のイントラネットや宅内のＩＰネットワーク（ＩＰ網）を示す
。
【００４１】
　ＩＰ電話機２０１は、ホームゲートウェイＨＧＷ１＿３０１によって内線電話機として
利用できるように制御されるＩＰネットワーク上で利用できる電話機である。
【００４２】
　ＮＧＮ３００は、公衆ＩＰネットワークを示す。
【００４３】
　ホームゲートウェイＨＧＷ１＿３０１，ＨＧＷ２＿３０２は、公衆ＩＰネットワークで
あるＮＧＮとＬＡＮを接続するゲートウェイ装置であり、ＬＡＮに接続されたＩＰ電話機
及びＩＰＦＡＸの呼制御サーバとして機能する。
【００４４】
　図２は、図１の通信環境におけるファクシミリ着信時に、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード
」に設定されたＩＰＦＡＸ１＿１００が、ＩＰ電話機２０１の呼出し中にＣＮＧ信号を検
出し、みなし音声通信によるファクシミリ通信を行う場合のシーケンス図である。
【００４５】
　ＩＰＦＡＸ２＿１５０にてＩＰＦＡＸ１＿１００に対してみなし音声によるファクシミ
リ送信操作が行われると、ＩＰＦＡＸ２＿１５０からメディア種別ａｕｄｉｏのＩＮＶＩ
ＴＥリクエスト（セッション確立要求）が送出される（Ｔ１０１）。メディア種別ａｕｄ
ｉｏのＩＮＶＩＴＥリクエストは、ＨＧＷ２＿３０２を介してＮＧＮ３００を通り、ＮＧ
Ｎ３００からＨＧＷ１＿３０１を介して宅内のＩＰＦＡＸ１＿１００に通知される（Ｔ１
０２）。
【００４６】
　なお、ＩＰＦＡＸ２＿１５０とＨＧＷ１＿３０１の通信経路の途中にあるＨＧＷ２＿３
０２とＮＧＮ３００については、ＳＩＰメッセージ及びデータが中継されるだけなので図
中の記載を省略している。
【００４７】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００は、ＩＮＶＩＴＥリクエストを受信すると、着信処理中であるこ
とを示す暫定応答（１００　Ｔｒｙｉｎｇ）や呼出し中であることを示す暫定応答（１８
０　Ｒｉｎｇｉｎｇ）の送信を行う。しかしながら、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」では
、ａｕｄｉｏセッション確立後の一定時間のファクシミリ信号が検出できなかった場合に
通話と判断されてから呼出し処理を行うので、この着信直後のタイミングではアナログ電
話機１１０の呼出し処理は行わない。着信にＩＰＦＡＸ１＿１００が成功応答（２００　
ＯＫ）を送出し（Ｔ１０３）、通話又は受信可能であることを通知する。
【００４８】
　ＩＰＦＡＸ２＿１５０は、成功応答（２００　ＯＫ）を受信（Ｔ１０４）し、ＡＣＫ信
号を送出してＩＰＦＡＸ１＿１００がＡＣＫ信号を受信すると（Ｔ１０５）、メディア種
別ａｕｄｉｏのセッションが確立された状態（図中のＡ）となる。
【００４９】
　セッション確立後、呼出開始時間までの間にＩＰＦＡＸ２＿１５０からのファクシミリ
信号（ＣＮＧ信号）が検出できなければ、ＩＰＦＡＸ１＿１００は通話と判断し、ＩＰ電
話機２０１とアナログ電話機１１０への呼出し処理が開始される。ここでＩＰＦＡＸ１＿
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１００は、宅内ＩＰ網内に設置されたＩＰ電話機２０１の呼出しを行うために、ＩＮＶＩ
ＴＥリクエストをＩＰ電話機２０１へ送信する（Ｔ１０７）。このとき、既にＩＰＦＡＸ
１＿１００は、ＩＰＦＡＸ２＿１５０と接続状態であるが、ＩＰＦＡＸ１＿１００はＩＰ
ＦＡＸ２＿１５０を保留せずにＩＰ電話機２０１の呼出しを開始する。保留処理とは、Ｕ
ＰＤＡＴＥリクエストのメディア記述部の方向性を「送信方向だけ（ａ＝ｓｅｎｄｏｎｌ
ｙ）」と指定する。そして、成功応答（２００　ＯＫ）のメディア記述部の方向性が「受
信方向だけ（ａ＝ｒｅｃｖｏｎｌｙ）」と通知されることによりメディアストリームを制
限する機能である。ここで保留処理を行ってしまうとＩＰＦＡＸ２＿１５０からのメディ
アストリームが停止してしまい、ＩＰＦＡＸ２＿１５０からのＣＮＧ信号が検知できなく
なるので保留処理は行わず、新規の呼出しとしてＩＰ電話機２０１へＩＮＶＩＴＥリクエ
ストを送出している。
【００５０】
　ＩＰ電話機２０１は、ＩＮＶＩＴＥリクエストを受信すると、着信処理中であることを
示す暫定応答（１００　Ｔｒｙｉｎｇ）や呼出し中であることを示す暫定応答（１８０　
Ｒｉｎｇｉｎｇ）の送信（Ｔ１０８）を行い、呼出し音を鳴動させる。
【００５１】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００は、ＩＰ電話機２０１へのＩＮＶＩＴＥリクエストの送信により
ＩＰ電話機の呼出しを行うと同時に、自機のアナログポートに接続されたアナログ電話機
１１０の呼出し処理を行う。ＩＰ電話機２０１及びアナログポートに接続されたアナログ
電話機１１０の呼出し中にＩＰＦＡＸ２＿１５０からのＣＮＧ信号を検知する（Ｔ１０９
）。すると、ＩＰＦＡＸ１＿１００はＩＰ電話機２０１への呼出し処理を中止する為に、
ＩＰ電話機２０１に対してＣＡＮＣＥＬリクエストを通知する（Ｔ１１０）。
【００５２】
　ＩＰ電話機２０１は、ＣＡＮＣＥＬリクエストを受信すると、ＩＮＶＩＴＥが中止され
たことを示す４８７　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ　を送信（Ｔ１１１）する
。
【００５３】
　４８７　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄを受信したＩＰＦＡＸ１＿１００は、
ＡＣＫ信号を送信（Ｔ１１２）し、ＩＰ電話機２０１はＡＣＫ信号を受信して着信処理が
終了して待機状態となる。
【００５４】
　また、ＩＰＦＡＸ１＿１００は、アナログポートに接続されたアナログ電話機１１０へ
の呼出しを停止し、ＣＮＧ信号検知によるファクシミリ受信処理（Ｔ１１３）へ移行する
。
【００５５】
　ファクシミリ受信が終了すると、ＢＹＥ信号の送出とＢＹＥに対する成功応答（２００
　ＯＫ）の受信から成る切断処理を行い終了する（Ｔ１１４）。
【００５６】
　図３は、図１の通信環境における宅内ＩＰ網へのファクシミリ着信時に、「ＦＡＸ／Ｔ
ＥＬ切替モード」に設定されたＩＰＦＡＸ１＿１００が通話と判断し、アナログポートに
接続された電話機で応答通話を行う場合のシーケンス図である。
【００５７】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００が着信応答後から呼出時間経過後に、通話と判断し、アナログポ
ートに接続されたアナログ電話機１１０とＩＰ電話機２０１を同時に呼出す処理を開始す
る。ＩＰ電話機２０１へＩＮＶＩＴＥリクエスト（セッション確立要求）から暫定応答（
１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇ）を受信するまでの処理は図２と同じであるので、それらの説明
を省略する（図２のＴ１０１～Ｔ１０８と図３のＴ２０１～Ｔ２０８は同様の処理）。
【００５８】
　アナログポートに接続されたアナログ電話機１１０とＩＰ電話機２０１を呼出し中に、
操作者がアナログ電話機１１０をオフフックして応答する。すると、ＩＰＦＡＸ１＿１０
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０はＩＰ電話機２０１への呼出し処理を中止する為に、ＩＰ電話機２０１に対してＣＡＮ
ＣＥＬリクエストを通知する（Ｔ２０９）。
【００５９】
　ＩＰ電話機２０１は、ＣＡＮＣＥＬリクエストを受信すると、ＩＮＶＩＴＥが中止され
たことを示す４８７　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ　を送信（Ｔ２１０）する
。
【００６０】
　４８７　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄを受信したＩＰＦＡＸ１＿１００は、
ＡＣＫ信号を送信（Ｔ２１１）し、ＩＰ電話機２０１はＡＣＫ信号を受信して着信処理が
終了して待機状態となる。
【００６１】
　また、ＩＰＦＡＸ１＿１００は、アナログポートに接続されたアナログ電話機１１０へ
の呼出しを停止し、ＩＰＦＡＸ２＿１５０との通話状態（Ｔ２１２）へ移行する。
【００６２】
　通話が終了すると、ＢＹＥ信号の送出とＢＹＥに対する成功応答（２００　ＯＫ）の受
信から成る切断処理を行い終了する（Ｔ２１３）。
【００６３】
　図４は、図１の通信環境における宅内ＩＰ網へのファクシミリ着信時に、「ＦＡＸ／Ｔ
ＥＬ切替モード」に設定されたＩＰＦＡＸ１＿１００が通話と判断し、ＩＰ電話機２０１
へ通話転送を行う場合のシーケンス図である。
【００６４】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００が着信応答してから呼出時間経過後に、通話と判断し、アナログ
ポートに接続されたアナログ電話機１１０とＩＰ電話機２０１を同時に呼出す処理を開始
する。ＩＰ電話機２０１へＩＮＶＩＴＥリクエスト（セッション確立要求）から暫定応答
（１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇ）を受信するまでの処理は図２と同じであるので、それらの説
明を省略する（図２のＴ１０１～Ｔ１０８と図４のＴ３０１～Ｔ３０８は同様の処理）。
【００６５】
　ＩＰ電話機２０１の呼出しに操作者が応答してＩＰ電話機のハンドセットをオフフック
すると、ＩＰ電話機２０１は成功応答（２００　ＯＫ）を送出して通話可能であることを
通知する。ＩＰＦＡＸ１＿１００が成功応答（２００　ＯＫ）を受信するとアナログポー
トに接続されたアナログ電話機１１０への呼出し処理は停止し、ＡＣＫ信号を送出する。
ＩＰ電話機２０１がＡＣＫ信号を受信すると、メディア種別ａｕｄｉｏのセッションが確
立され（図４中のＢ）、通話状態となる（Ｔ３０８）。
【００６６】
　ＩＰ電話機２０１が応答して通話可能であることが判明すると、ＩＰＦＡＸ１＿１００
は、ＩＰＦＡＸ２＿１５０との接続をＩＰ電話機２０１へ転送し、ＩＰＦＡＸ２＿１５０
とＩＰ電話機２０１を通話状態となるように処理を進める。
【００６７】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００は、ＩＰＦＡＸ２＿１５０がＲＥＦＥＲリクエストのＲｅｆｅｒ
－Ｔｏヘッダで指定されるＩＰ電話機２０１へＩＮＶＩＴＥリクエストを送信するように
、ＲＥＦＥＲリクエストをＨＧＷを介してＩＰＦＡＸ２＿１５０へ送信する（Ｔ３０９）
。ＲＥＦＥＲリクエストは、拡張されたＳＩＰリクエストで、他のＳＩＰ端末へＩＮＶＩ
ＴＥリクエストを送るように指示することができる。
【００６８】
　ＩＰＦＡＸ２＿１５０は、ＲＥＦＥＲリクエストを受信すると、２０２　Ａｃｃｅｐｔ
ｅｄレスポンスを返送すると共に、転送中であることを示すＮＯＴＩＦＹリクエストを送
信する。
【００６９】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００は、ＮＯＴＩＦＹリクエストを受信して転送中であることを確認
すると、ＮＯＴＩＦＹリクエストに対して成功応答（２００　ＯＫ）を送信する（Ｔ３１
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０）。
【００７０】
　ＩＰＦＡＸ２＿１５０は、ＩＰ電話機に対し、ＲＥＦＥＲリクエストで指定された宛先
であるＩＰ電話機へＲｅｐｌａｃｅｓヘッダのダイアログＩＤ（Ｃａｌｌ－ＩＤ）で指定
された接続と置き換えるように指示したＩＮＶＩＴＥリクエストを送信する（Ｔ３１１）
。
【００７１】
　ＲＥＦＥＲリクエストの指示によりＩＮＶＩＴＥリクエストを受信するＩＰ電話機２０
１は、既に保持しているＩＰＦＡＸ１＿１００との接続を新しく確立されるＲｅｐｌａｃ
ｅｓヘッダのダイアログＩＤで示される接続で置き換える処理を行う。
【００７２】
　ＩＰ電話機２０１は、指定されたダイアログと新たな接続を置き換えるために、ＩＰＦ
ＡＸ２＿１５０とａｕｄｉｏセッション（図４のＢからＣへ）を確立する（Ｔ３１２：セ
ッション確立の手順はＴ１０１～Ｔ１０５と同様）。ＩＰＦＡＸ２＿１５０とＩＰ電話機
はメディア種別ａｕｄｉｏのセッションが確立され（図４のＣ）通話状態となる（Ｔ３１
５）。
【００７３】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００は、ＩＰＦＡＸ２＿１５０とのａｕｄｉｏセッションを解放する
ためにＢＹＥリクエストを送信する。そして、ＢＹＥリクエストに対する成功応答（２０
０　ＯＫ）を受信し、ＩＰＦＡＸ２＿１５０とのａｕｄｉｏセッション（図４のＡ）を終
了する（Ｔ３１３）。
【００７４】
　ＩＰ電話機２０１は、Ｒｅｐｌａｃｅｓヘッダ指定されたダイアログを解放するために
ＢＹＥリクエストを送信する。そして、ＢＹＥリクエストに対する成功応答（２００　Ｏ
Ｋ）を受信し、ＩＰＦＡＸ１＿１００とのａｕｄｉｏセッション（図４のＢ）を終了する
（Ｔ３１４）。
【００７５】
　図５は、宅内ＩＰ網へのファクシミリ着信時に、「ＦＡＸ／ＴＥＬ切替モード」に設定
されたＩＰＦＡＸ１＿１００で実行される処理の流れを示すフローチャートである。本処
理は、ＲＯＭ１０２に格納されたプログラムに従ってＣＰＵ１０１が実行することによっ
て実現される。
【００７６】
　ＩＰＦＡＸ１＿１００は、ＩＮＶＩＴＥリクエストを受信すると（ステップＳ１０１－
ＹＥＳ）、自機と発信元（相手機）との間にａｕｄｉｏセッションを確立する（ステップ
Ｓ１０２）。セッション確立後、ＣＰＵ１０１は、呼出し開始タイマと回線捕捉タイマの
スタートと呼出中の判断を行う呼出開始フラグの初期化を行う（ステップＳ１０３）。呼
出し開始タイマは、ＩＰＦＡＸ１＿１００とＩＰＦＡＸ２＿１５０が接続後、一定時間Ｃ
ＮＧ信号の監視を行う。そして、ＣＮＧ信号非検出であった場合に通話のための着信と判
断して自機のアナログポートに接続されたアナログ電話機１１０や宅内ＩＰ網内のＩＰ電
話機２０１の呼出しを開始するまでの時間を計時するものである。回線捕捉タイマは、セ
ッション確立後にＣＮＧ信号検知やアナログポートに接続されたアナログ電話機１１０及
びＩＰ電話機２０１の応答が無い場合に最終的に接続を解放するための時間を計時するも
のである。
【００７７】
　回線捕捉タイマが終了するまでの間、呼出開始タイマと呼出開始フラグの監視（ステッ
プＳ１０４）、アナログポートに接続されたアナログ電話機１１０のフック状態の監視（
ステップＳ１０８）を行う。同様に、相手機からのＣＮＧ信号の監視（ステップＳ１１３
）や呼出しを行ったＩＰ電話機２０１の応答の監視（ステップＳ１１７）を行う。
【００７８】
　ステップＳ１０４にて呼出開始フラグがオフで且つ呼出し開始タイマが終了した場合に
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は（ステップＳ１０４－ＹＥＳ）、ＣＰＵ１０１は、一定時間ＣＮＧ信号が無かったので
通話と判断する。そして、呼出開始フラグをオンにし、自機のアナログポートから擬似的
な呼出信号を出力して、接続された電話機を鳴動させる処理を開始する（ステップＳ１０
５）。同時に、ＣＰＵ１０１は、宅内ＩＰ網内に設置されたＩＰ電話機２０１の呼出しを
行うためにＩＮＶＩＴＥリクエストをＩＰ電話機２０１へ送信する（ステップＳ１０６）
。このとき、既にＩＰＦＡＸ１＿１００はＩＰＦＡＸ２＿１５０と接続状態であるが、Ｉ
ＰＦＡＸ１＿１００はＩＰＦＡＸ２＿１５０を保留せずにＩＰ電話機２０１の呼出しを開
始する。これにより、ＩＰ電話機へＩＮＶＩＴＥリクエストを送信して呼出し処理を行っ
ている最中でも、ＩＰＦＡＸ１＿１００からのメディアストリームは制限されないので、
ＣＮＧ信号の検知が可能になる。
【００７９】
　一方、ステップＳ１０４－ＮＯの場合には、ステップＳ１０７へ進む。
【００８０】
　ステップＳ１０７にて、自機のアナログポートに接続されたアナログ電話機１１０のオ
フフックを検出すると（ステップＳ１０７－ＹＥＳ）、ＣＰＵ１０１は、アナログ電話機
１１０への擬似呼出信号の送出を停止する（ステップＳ１０８）。そして、呼出し中であ
るＩＰ電話機へＣＡＮＣＥＬリクエストを送信する（ステップＳ１０９）。そして、ＣＰ
Ｕ１０１は、ＩＰ電話機の呼出し処理を停止させ、自機のアナログポートに接続されたア
ナログ電話機１１０を利用して通話状態となる（ステップＳ１１０）。
【００８１】
　一方、ステップＳ１０７－ＮＯの場合には、ステップＳ１１２へ進む。
【００８２】
　ステップＳ１１２にて相手機からのＣＮＧ信号を受信すると（ステップＳ１１２－ＹＥ
Ｓ）、ＣＰＵ１０１は、ファクシミリ通信と判断し、アナログ電話機１１０への擬似呼出
信号の送出を停止する（ステップＳ１１３）。そして、呼出し中であるＩＰ電話機へＣＡ
ＮＣＥＬリクエストを送信し（ステップＳ１１４）、ＩＰ電話機の呼出し処理を停止させ
、みなし音声通信によるファクシミリ受信を行う（ステップＳ１１５）。ファクシミリ受
信が終了すると、ＢＹＥ信号の送出とＢＹＥに対する成功応答（２００　ＯＫ）の受信か
ら成る切断処理（ステップＳ１１１）を行って終了する。
【００８３】
　一方、ステップＳ１１２－ＮＯの場合には、ステップＳ１１６へ進む。
【００８４】
　ステップＳ１１６にてＩＰ電話機２０１に送信したＩＮＶＩＴＥリクエスト（ステップ
Ｓ１０７）に対する成功応答（２００　ＯＫ）を受信すると（ステップＳ１１６－ＹＥＳ
）、アナログ電話機１１０への擬似呼出信号の送出を停止する（ステップＳ１１７）。そ
して、ＡＣＫ信号をＩＰ電話機へ送信し、ＩＰＦＡＸ１＿１００とＩＰ電話機の間に接続
を確立後に、その接続をＩＰＦＡＸ２＿１５０との接続に繋ぎ変える転送処理（ステップ
Ｓ１１８）を行い、通話状態（ステップＳ１１９）となる。通話処理終了後に、ＢＹＥ信
号の送出とＢＹＥに対する成功応答（２００　ＯＫ）の受信から成る切断処理（ステップ
Ｓ１１１）を行って終了する。
【００８５】
　一方、ステップＳ１１６－ＮＯの場合には、ステップＳ１２０へ進む。
【００８６】
　ステップＳ１２０にて回線捕捉タイマが終了すると（ステップＳ１２０－ＹＥＳ）、Ｃ
ＰＵ１０１は、アナログ電話機１１０への擬似呼出信号の送出を停止する（ステップＳ１
２１）。そして、呼出し中であるＩＰ電話機へＣＡＮＣＥＬリクエストを送信する（ステ
ップＳ１２２）。そして、ＣＰＵ１０１は、ＩＰ電話機の呼出し処理を停止させ、ＢＹＥ
信号の送出とＢＹＥに対する成功応答（２００　ＯＫ）の受信から成る切断処理（ステッ
プＳ１１１）を行って終了する。
【００８７】
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　上記実施形態によれば、アナログ電話機の接続が可能なアナログポートとみなし音声方
式によるファクシミリ通信機能を有するファクシミリ装置に以下の効果が期待できる。す
なわち、ＩＰ電話機の呼出し中に、相手機からのメディアストリームを保留せずに継続し
て受信しファクシミリ信号の監視を行うことにより、手動送信等により相手機からのファ
クシミリ信号が遅れてきても確実にファクシミリ受信を行うことができる。
【００８８】
　また、通話と判断した際にＩＰ電話機の呼出しを実行すると共にアナログポートに接続
されたアナログ電話機を鳴動させることにより、ＩＰ電話機とアナログポートに接続され
たアナログ電話機の両方を円滑に連携でき、使い勝手の向上が期待できる。
【００８９】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００９０】
１００　ＩＰＦＡＸ１
１０１　ＣＰＵ
１１０　アナログ電話機
１５０　ＩＰＦＡＸ２
２０１　ＩＰ電話機
３００　ＮＧＮ（次世代ネットワーク）
３０１　ホームゲートウェイＨＧＷ１
３０２　ホームゲートウェイＨＧＷ２
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